
私道材料支給及び穴埋め補修基準 

 

（目的） 

第１条 この基準は，不特定多数の自動車により通り抜けがされている私道へ

の，材料支給または舗装の穴埋め補修に関し，必要な基準を定めること

により，公共の安全の確保に寄与することを目的とする。 

 

（基準） 

第２条 私道は，次の全ての要件を備えていなければならない。 

（１）不特定多数の自動車により，国道，県道及び幹線市道からの通り抜けが 

されている私道であること。 

（２）宅地等と当該道路との境界が明確であり，道路通行上支障となる物件が 

ないこと。 

（３）私道の路面は，舗装を原則とするが未舗装の場合は，平常時，通行に支 

  障のない状態にあること。 

 

（補修） 

第３条  

（１）補修は，車両の通行に著しく支障がある箇所とする。 

（２）補修は，路面のみとする。 

（３）補修は，私道の所有者，利害関係人が行うものとする。 

  なお，緊急を要する場合は市が行うことができるものとする。 

（４）補修後の維持管理は，私道の所有者または利害関係人が行うものとす 

る。 

 

（材料） 

第４条 補修材料は，市が指定したものとする。 

 

（申請） 

第５条  

（１）材料支給を受けようとする者は，「私道材料支給申請書」（様式１）を 

  市長に提出すること。 

（２）申請者は，町内会，区等の代表者とする。 

 

 

 



（調査） 

第６条 市は，材料支給または補修を行う場合，現地確認をしなければなら 

ない。ただし，緊急の場合は，この限りでない。 

 

（完了報告） 

第７条 材料支給を受けた者は，補修が完了したときは，速やかに市に完了の 

連絡を入れるものとする。 

 

（確認） 

第８条 市は，補修完了の報告があったときは，補修内容が適切に実施されて 

いるか現地確認を行うものとする。 

 

（材料費及び補修費） 

第９条  

（１）材料支給の年間限度額は，当該私道につき１０万円を上限とする。 

（２）支給された材料以外の補修等に要する一切の費用は，材料支給を受 

けた者の負担とする。 

 

（執行管理） 

第 10 条 市は，予算執行の適正を図るため，補修に要した材料について，「私

道材料支給等執行管理表」（様式２）に必要事項を記載し，適切な管理

を行うものとする。 

 

 

この基準は，平成２７年２月１５日から施行する。 

 


